
選
考
委
員
会
終
了
後
、
入
賞
作

品
決
定
記
者
発
表
が
行
わ
れ
、
秋

谷
選
考
委
員
長
か
ら
次
の
講
評
が

あ
り
ま
し
た
。

□
講
評
の
あ
ら
ま
し

「
若
い
芽
の
ポ
エ
ム
」
は
十
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
た
く

さ
ん
応
募
が
あ
り
、
詩
の
土
壌
が

育
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
世
代
に
時
代
が
反
映
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
、
小
学
生
と
中
学
生

か
ら
優
れ
た
、
個
性
を
持
っ
た
作

品
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
多
く
の
前
橋
市
の
皆

さ
ん
が
、
入
賞
、
入
選
し
ま
し
た
。

十
年
目
を
迎
え
前
橋
の
地
に
、
詩

が
芽
吹
い
て
き
た
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
見
る
と
社

会
や
世
間
に
対
す
る
視
点
が
違
っ

て
い
ま
す
。
一
万
七
千
編
も
の
詩

に
は
、
自
分
一
人
と
い
う
孤
独
感

が
な
く
、
作
品
に
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
、
先
生
、
級
友
が
登
場
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
の
時
代
を

生
き
る
子
ど
も
た
ち
が
連
帯
感
を

持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
ま

す
。
生
ま
れ
て
か
ら
十
年
、
十
五

年
の
歳
月
の
中
で
、
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
、
生
き
て
い
る
こ
と

の
大
切
さ
を
詩
に
し
て
い
ま
す
。

３ 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

「
詩
の
ま
ち
前
橋
若
い
芽
の
ポ

エ
ム
」
は
全
国
の
小
中
学
生
、
高

校
生
を
対
象
に
し
た
詩
の
コ
ン
ク

ー
ル
で
す
。
十
回
目
を
迎
え
る
本

年
度
は
、
全
国
各
地
か
ら
一
万
七

千
四
百
八
十
八
編
も
の
応
募
が
あ

り
、
昨
年
度
と
比
べ
る
と
千
八
百

編
以
上
の
増
加
。
全
体
的
な
レ
ベ

ル
も
さ
ら
に
向
上
し
ま
し
た
。

選
考
に
当
た
り
、
ま
ず
、
推
薦

委
員
に
よ
る
予
備
選
考
で
推
薦
作

品
を
決
定
。
そ
の
後
、
選
考
委
員

に
よ
る
本
選
考
が
行
わ
れ
、
入
賞

作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
三
部
門
で
九
十

編
。
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

―
―
敬
称
略
―
―

蘆
小
学
生
の
部

美
棹
賞（
金
賞
）＝
前
原
み
づ
き（
宮

城
小
六
年
）

銀
賞
＝
南
マ
リ
ア

（
東
小
一
年
）

銅
賞
＝
森
沙
也
香

（
駒
形
小
四
年
）

佳
作
＝
十
一
人

入
選
＝
三
十
三
人

蘆
中
学
生
の
部

美
棹
賞
（
金
賞
）＝
関
龍
之
介
（
荒

砥
中
三
年
）

銀
賞
＝
栗
原
み
な

み
（
七
中
三
年
）

銅
賞
＝
織
内

薫
（
南
橘
中
三
年
）

佳
作
＝
八

人
　
入
選
＝
二
十
四
人

蘆
高
校
生
の
部

美
棹
賞
（
金
賞
）＝
岩
崎
竜
也
（
前

橋
高
三
年
）

銀
賞
＝
野
闢
小
百

合
（
大
妻
嵐
山
高
三
年
）

銅
賞

＝
横
山
桃
子
（
市
立
前
橋
三
年
）

佳
作
＝
二
人
　
入
選
＝
三
人

今
年
は
十
回
と
い
う
節
目
と
、

郷
土
の
詩
人
・
萩
原
朔
太
郎
生
誕

百
二
十
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念

し
、
詩
作
に
対
す
る
学
校
と
し
て

の
取
り
組
み
を
た
た
え
、「
学
校
賞
」

を
新
た
に
設
定
。
市
内
十
二
校
、

市
外
六
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

小
学
校
＝
桃
井
小
、
若
宮
小
、
下

川
淵
小
、
荒
牧
小
、
大
胡
小
、
滝
窪

小
・
滝
窪
小
金
丸
分
校
、
宮
城
小
、

中
之
条
小
（
中
之
条
町
）

中
学

校
＝
四
中
、
五
中
、
桂
萱
中
、
木

瀬
中
、
小
山
三
中（
栃
木
県
）、
福
岡

教
育
大
付
属
久
留
米
中（
福
岡
県
）、

渋
川
中（
渋
川
市
）、
中
之
条
中（
中

之
条
町
）

高
校
＝
市
立
前
橋
、

高
崎
商
科
大
付
属
高
（
高
崎
市
）

広報まえばし　平成１８年１０月１５日号　２

秋谷委員長が講評を

前原みづきさん
宮城小６年

美棹賞

私
が
風
船
を
も
っ
て
い
た
時
、

風
船
が
、

「
ぱ
ん
」

と
音
を
た
て
、
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

な
ん
だ
か
一
瞬

地
球
が

静
か
に
な
っ
た
気
が
し
た
。

風
船

関龍之介さん
荒砥中３年

僕
は
思
っ
た
。

服
は
？
　
食
べ
物
は
？

今
晩
寝
る
場
所
は
？
　
親
は
、
い
な
い
の
？

日
本
で
は
な
い
光
景
だ
。

そ
れ
で
も
そ
の
子
は
き
っ
と
、

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
・
・
・

世
界
は
広
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
民
族
、

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
、
そ
し
て
生
活
が
あ
る
。

普
通
に
生
き
て
い
か
れ
る
五
歳
の
子
も
い
れ
ば
、

寝
る
家
す
ら
な
い
五
歳
の
子
も
い
る
。

僕
は
た
ま
た
ま
日
本
に
生
ま
れ
た
。

そ
の
子
は
た
ま
た
ま
イ
ン
ド
に
生
ま
れ
た
。

同
じ
年
頃
の
少
年
だ
。

一
人
の
命
に
差
は
な
い
は
ず
だ
。

あ
れ
か
ら
十
年
の
時
が
過
ぎ
、

僕
は
十
五
歳
に
な
っ
た
。

日
本
で
せ
い
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
る
。

あ
の
時
の
ム
ン
バ
イ
の
子
は
、

今
、
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

ど
ん
な
十
年
を
過
ご
し
た
だ
ろ
う
。

あ
の
時
の
父
の
話

今
も
、
時
々
思
い
出
す
。

生
き
る

岩崎竜也さん
前橋高３年

□第10回若い芽のポエム贈呈式

日時＝11月11日貍午後１時～１
時40分　会場＝前橋文学館
□朗読会

日時＝11月11日貍午後１時40分
～３時30分　会場＝前橋文学館
内容＝入賞者と選考委員・推薦
委員、一般参加希望者の詩の朗読

１１月１１日に前橋文学館で

賞の贈呈式と朗読会

美棹賞美棹賞 十
年
前
、

父
か
ら
聞
い
た
話
が
あ
る
。

そ
の
時
父
は
、
イ
ン
ド
の
ム
ン
バ
イ
に
い
た
。

大
き
な
道
の
中
央
分
離
帯
に
、

裸
で
寝
て
い
る
男
の
子
が
い
る
。

年
は
僕
と
同
じ
五
歳
位
。

あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
寝
て
い
る
。

イ
ン
ド
で
は
珍
し
い
事
で
は
な
い
の
か
、

誰
ひ
と
り
気
を
と
め
る
事
な
く
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

父
は
日
本
に
い
る
僕
を
思
い
出
し
、

心
が
い
た
ん
だ
と
・
・

辛
か
っ
た
と
話
し
て
く
れ
た
。

あ
の
頃
は
・
・

雨
を
憂
鬱
だ
な
ん
て
思
っ
て
い
な
か
っ
た
・
・

僕
も
同
じ
よ
う
に
黄
色
い
傘
を
さ
し

黒
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
重
そ
う
に
背
負
い

水
溜
り
を
目
掛
け
て
歩
い
て
行
っ
た

半
ズ
ボ
ン
に
ま
で
は
ね
を
あ
げ
な
が
ら

夢
中
な
僕
の
長
靴
の
激
し
い
波
紋
は

僕
を
映
し
て
い
た
水
溜
り
を

一
瞬
に
し
て
泥
水
に
し
た

路
肩
の
草
を
摘
ん
だ
と
思
え
ば

そ
こ
に
い
た
小
さ
な
虫
を

飽
き
ず
に
眺
め
て
い
た

僕
の
顔
に
雨
粒
が
あ
た
る
事
さ
え
楽
し
ん
だ

僕
を
囲
む
す
べ
て
の
時
間
が

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
た
り
流
れ
て
い
た

あ
の
頃
に
・
・

何
を
置
い
て
き
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
・
・

今
日
は
中
途
半
端
な
曇
り
だ

着
心
地
の
悪
い
合
羽
は

自
転
車
の
か
ご
に
入
れ
て
お
こ
う

僕
の
憂
鬱

今
日
も
憂
鬱
な
雨
が
降
っ
て
い
る

着
心
地
の
悪
い
合
羽
を
着
て

自
転
車
で
器
用
に
水
溜
り
を
よ
け
な
が
ら

学
校
へ
急
ぐ

黄
色
い
傘
の
少
年
と
す
れ
違
う

な
ぜ
か
気
に
な
り
僕
は
振
り
返
る

み

さ

お

う
た

第
十

の
ま
ち
前
橋
若
い
芽
の
ポ
エ
ム
」

の
選
考
委
員
会
が
九
月
七
日
に
行
わ
れ
、
一
万

七
千
編
以

の
応
募
の
中
か
ら
入
賞
作
品
が
決

ま
り
ま
し
た
。
小
学
生
、中
学
生
、高
校
生
の
各

部
門
で
最
優

賞
で
あ
る
美
棹
賞
の
作
品
と
銅

賞
ま
で
の
入
賞
者

新
た
に
設
け
た

学
校
賞
」

の

賞
校
を

介
。
賞
の
贈
呈
式
な
ど
は
十
一

月
十
一
日

に
前
橋
文
学
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
課
蕁
８
９
０
―
５

８
２
５
へ
。

「第10回詩のまち前橋若い芽のポエム」に 1万7,000編の応募

美
棹
賞
な
ど

90
人
が
入
賞

学
校
の
取
り
組
み

新
た
に
表
彰

時
代
反
映
し

子
ど
も
の
連
帯
感

昨年の贈呈式で昨年の贈呈式で�昨年の贈呈式で�


